
The Japan Society of Educational Sociology

NII-Electronic Library Service

The 　Japan 　Sooiety 　of 　Eduoational 　Sooiology

高等教育再編下の 専門学校の 位置 と役割

陳　曦 （東北大学大学院）

は じめ に

　 1990 年以降、大学 へ の進 学率が 25％か ら

39．7％まで上昇し、短大へ のそれが 10％前後で下

降ぎみ の 傾向をたどっ て い る の に対して 、専門学

校 （専修学校の専門課程）へ の それ は 16％前後で

推移して いる。一
方、従来の高等教育の顧客であ

る 18歳人口は 1992年をピー
クに確実に減少して

い る。これに対応して、高等教育はさまざまな面

か ら再編されて きた。本報告は高等教育機関の中

の専門学校に注目し、専門学校制度が創設され て

か ら今 日まで の 25 年間に、専門学校が時代的な

文脈のなか で高等教育機関として そ の 時 々 に どの

ような位置を与え られて きたの か、そ して実際に

どのような役割を果た して きた の かを明らかにす

る。そ の 上 で 、これか らの専門学校が高等教育再

編の なかで どの ような役割を果た して い くの かを

考察する 。

　専門学校は 1975 年の学校教育法の
一部 改正 に

より、
一
条校と称する正規の学校体系の枠外にあ

っ た各種学校の
一
部か ら昇格した もので ある。こ

の 25 年間に、さまざまな時代の要請が専門学校

の 教育を襲い 、 また専門学校の制度面にお い て も、

それ らに応えるために数々 の改定が施されてきた。

専門学校の発展を分析する際には、専門学校を取

り囲む い くつ か の 変数に注目して お く必要が ある。

こ こ で は、文部省学校基本調査のデー
タ を ベ ース

に、地域、分野とい う二 つ の 変数を使 っ て、専門

学校発展の特性を検討して みる。

　 学校基本調査 の データに よる と、1978年度か ら

1985 年度まで の専門学校の 量的な拡大は比較的

緩やかであ っ た。 その後 、 景気の 上昇とともに専

門学校は飛躍的な量的拡大を遂げ、そ して、バブ

ル経済の破綻、少子化の進行とい う環境変化の 中

で、1993年度以降の専門学校の在学者数は漸減の

傾向に入 り、今 日に至 っ て い る 。こ れ によ っ て 、

専門学校を的確に分析するために、こ の 25 年間

を 3 期に 「時期区分」 し、分析を加える こ と にす

る。

第 1期 1976年〜1985 年

　 1976年の 専門学校の創設か ら 1980年代の 中頃

まで に、各種学校か ら専修学校へ の衣替えが進み、

新しい学校制度は短期間にそ の定着をみた。1983

年に は、早くも専門学校の 生徒数が短大 の 学生数

を こ え 、 そ の 規模において も日本の高等教育にゆ

るぎない基盤を固めた。

　専修学校制度が実際に発足した 1976 年度は、

日本の高等教育計画の 開始年度と同時期で あ っ た。

高等教育の量的拡大の抑制、大学定員超過 率の改

善などによ る教育研究条件の改善、大都市におけ

る新増設の抑制による地域間格差の是正が進めら

れ る こ とにな り、高等教育政策の方向は量的な拡

大か ら質的な充実へ と転換された。つ まり、一
方

では従来の 無計画状態に あっ た大学・短大 の拡大

に計画的な量的規制を加え、他方では、市場メカ

ニ ズムによる社会的需給関係に柔軟に対応で き る

新 しい高等教育の領域を確保するとい うこ とで あ

る 。 こ の ように 、 1970 年代後半か らの大学抑制政

策 、高度経済成長による大学・短大志願者の 増加、

18歳人口の急増などによっ て、専門学校が着実に

拡大して いた （1976年の 683校、90，619 人か ら

1985 年の 2，445校、398821人に）。

　では、専門学校の定着過程からその位置と役割

がどの ようにな っ て い たかを検討して みよう。

　専門学校の 目的は「職業若しくは実際生活に必

要な能力を育成し、または教養の 向上 を図ること」

で あっ た。つ まり
一条校 と違 っ て、職業教育を中

心と した教育がそ の 特徴の
一

つ とい う こ とで ある。

狭い職業教育だけに限れ ば 各種学校で教育需要

を満たすことも可能であっ たかもしれない が 、 高

等教育の大衆化が専門学校の設置を必然的なもの

とした 。 政令指定都市で大学・短大の設置が難しく

な っ た こ とが専門学校を都市部にお ける高卒者の

受け皿 に変身させ、専門学校は各種学校以上に大

都市に集中するようにな っ た。この 時期の専門学

校を短大と比べ て みる と、短大の在学者数が ほぼ

横ばい （36〜38 万 人）の状態で推移して い たこと

に対 して、専門学校の それ は急激な成長を遂げた。

また、専門学校の男女の 格差が小さ く、ほぼ男女

半 々 の割合にな っ て い る こ とか ら、高卒男子生徒

に とっ ては、大学の ほかに、短期の高等教育機関

と して 専門学校が加え られ る ようにな っ た こ とが

分かる。

　 つ まり、専門学校は各種学校か ら移行しなが ら、
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大学・短大 を代替する受け皿 として の高等教育機

関に位置し、そ の 役割を果たして い た と言える。

第 H期 1986 年〜1992年

　こ の第 H期はち ょ うど 18 歳人 口 の急増期で あ

り、大学の抑制政策にかわ る新たな計画が必要と

な り、1984 年に高等教育整備計画が策定された。

計画 は 1986 年か ら 1992 年度まで の 7 年 間に焦

点を当て、高等教育の計画的整備の目途を示 した。

こ こ では、 高等教育の適切な量的規模を確保する

ため の定員調整の方法が計画された。さらに、日

本の大学が 18 歳人 口 の急増・急減に柔軟か つ弾力

的に対応で きるよう、そ の条件を整備する
一
環と

して、1991年に、大学設置基準の大綱化に関する

改正が行われ、修業年限 2 年以上 の専門学校にお

ける学修を大学・短大が単位 として認定する こ と

ができ る よ うにな っ た。

　専門学校は高等教育の制度改革にお い て そ の 中

心 に置かれ る こ とは少な い もの の 、こ の 間に着実

に発展を続けてきた。そ の 背景には高等教育政策

による制度的な整備 も重要なプロ セ ス で あっ た。

　こ の 時期の 専門学校 の発展に注目す る と、成長

した専門学校の各分野 は大学や短大で教育されて

い る分野と重複 してお り、先端的な部分が多 く、

か つ 、それ らの分野にお い て は大学短 大と専門学

校が平行して 量的な拡大を果たして いた 。 つ まり

成長型の 専門学校は大学・短大を補完す る形で 先

端的な分野を背負い、学生を受け入れ て い た とい

っ て よい 。大学・短大は設置基準が厳 しい ため、社

会 ・人 口変化に対 して迅速に対応する ことがで き

ないが、専門学校は相対的に身軽で 、柔軟に対応

で き る体質があり、職業教育重視の特性 を保ちな

が ら、大学・短大を補完する役割を果 たすよ うにな

っ た と思われ る。

第皿期 　1993 年〜2000 年

　1990 年代に入 り、大学 ・短大教育を補完する学

校として の実態を裏付けるように大学 ・短大との

単位互換や 「専門士 1 称号の付与、さらに大学へ

の編入学の道も 1999 年から開かれる ことになっ

た。しか し、 こ の第皿期 、 専門学校をと りまく環

境はも う
一

度転換す る。大学との単位互換も卒業

生 の編入学も、大学 ・短大と類似の教育を行う学

校として は不可欠な要件であっ たが 、 進学人口 が

減少して 、大学 ・短大の 収容力に余剰が生 じて く

れば、事情は違っ て くる。専門学校がもう
一度直

面する こ と になっ た の は、技能訓練 ・資格取得の

重要性で あっ た 。

　18歳人口が減少傾向に入 っ て 8 年、専門学校の

在学者数の減少は意外に少な い こ とが注目されて

い る 。 確かに、専門学校 におい て も学生数の減少

が見られて い るが、こ の 漸減傾向は全国均一
に生

じて い る わ けで はなく、地嬲 1亅で み る とそ の減少

はほとんど南関東地域に集中して い る こ とが分か

る。専門学校で 、学生減を回避で きたの は不況期

の 雇用対策として技能訓練、資格取得の 教育の重

要性が再認識されるようにな っ たか らで ある。大

学 ・短大の補完で減じた分の 一部 を労働省の 緊急

雇用対策に充て るとい うもうひ とつ の補完関係が

そ こ に生まれ た 。 高等教育の 大衆化は職業教育 へ

の 傾斜をもち、専門学校は
一方で は大学 ・短大教

育との競合と補完を果たしながら、他方では雇用

対策によっ て職業訓練が支えられると い う分極現

象が生じたの である。

　専門学校の発展を具体的にみ る と、大学の学生

は増加する が、専門学校の学生は減少傾向に入 っ

た分野 （情報処理、外国語、経営等）、大学も専門

学校も同様に減少傾向を示 して い る分野 （家政、

教員養成）、専門学校の学生が増え つ づけて いる分

野 （医療、衛生、教育社会福祉）等で 、それぞれ

異なる傾向を示 して い る。専門学校は社会生活に

即した、柔軟かつ実用的なカ リキ ュ ラムをもっ て 、

よ り高度な専門的技術・技能の習得を目指し、高等

教育機関として重要な
一

翼を担うよ うにな っ た。

専門学校は、社会的な需要に応え て
一
条校で 吸収

で きない学科に注目し、職業的技能を付与する こ

とで役割純化を進めてきたとい えよ う。

おわりに

　専門学校は弾力的な制度の 有利さを生かして、

つ ね に時代の 要請に応え よ うと努力して きた 。 大

学 ・短大の 教育は今 日、職業教育的な色彩をよ り

強化する傾向にあ り、両者の競合は、これか らま

すます激しくなっ て い くと予想され るが、日本の

高等教育が時代の変化に即応しつ つ 、 国民の多様

な教育上 の 要求に柔軟か つ弾力的に対応して いく

ためには、高等教育計画の なかに専門学校を どの

ように位置付けるかが不可欠な要素となる。今後、

高等教育計画とい うよ り広い枠組みのなかで、専

門学校の研究を展開して い きたい と思う。

　高等教育の再編を促す大きな要因となる専門学

校の研究は、変化す る社会で の 今後 の 高等教育の

あ り方を模索する上で、多くの 示唆を与える と考

えられる。

※分析結果等資料は当日配布する。
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